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 ＰＴＡ活動の内容説明  

 

１．は じ め に 

本校は昭和４２年に開校し、それに伴ってＰＴＡも組織されました。 

 今まで多くの方々によって積極的な諸活動がなされ、その活動はＰＴＡ会則に基づき運営されています。

その内容の要点を次にまとめますので、ご一読ください。 

 

 

２．総 会 

 総会は本ＰＴＡの最高議決機関です。全会員をもって審議し決定していきます。総会が成立するには、  

会員の５分の１（委任状を含む）以上の出席が必要です。 

・ 定期総会は年度内に１回開催され、次の内容が審議されます。 

(1) 前年度の決算（会計）や活動の報告 

(2) 新年度の予算（会計）や活動計画の提案 

(3) 新役員の承認 

 事前に定期総会資料を配布いたしますので、ご一読いただき積極的なご意見をお願いいたします。 

・ 臨時総会は、ＰＴＡ会長が必要と認めた場合や会員の１０分の１以上の人から要望があった時に開催  

します。 

 

 

３．運営委員会 

  総会で決定された内容を基に具体的な運営にあたります。 

(1) 原則として年間３回開催されます。 

(2) 主に次の内容が報告・連絡・審議されます。 

  (ｱ) 学校報告                  (ｲ) 市ＰＴＡ連合会や関連団体の報告 

  (ｳ) ＰＴＡ活動の企画、連絡、その他の審議   (ｴ) 常置委員会や学級委員会の報告 

(3) 学級委員会を通して、学級ＰＴＡの会員と意思の疎通を図ります。 

(4) 本部役員及び委員に欠員が出た時には、その選出と承認をします。 

 

 

４．本部役員 

本部役員はすべてのＰＴＡ活動の統括及び学校との連絡調整を行います。 

(1)会長はＰＴＡを代表して会務を総理します。  

(2)副会長は会長を補佐し、会務を遂行します。 

(3)書記は文書類の作成・管理を行います。 

(4)会計はＰＴＡ予算の会計事務を行います。 

 

 

５．常置委員会 

駒西小学校ＰＴＡでは、児童の幸福な成長と会員同士の親睦を図るために、次の常置委員会を設けて  

諸活動を行います。 

(1) 広報委員会 

(ｱ)  ＰＴＡの活動、学校の活動の様子を伝え、会員同士の意見交流を行うために広報紙【駒】を   

定期的に発行します。 

(ｲ)  広報誌【駒】編集に沿った写真の手配を行います。 

(ｳ)  他校とＰＴＡ広報紙を交換しあい、研修会へ参加するなどして内容の向上に努めます。 

(ｴ)  ＰＴＡ行事の協力を行います。 
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(2) 成人厚生委員会 

(ｱ) 給食試食会等を行います。 

(ｲ) ベルマークの仕分け・集計・発送をし、教育活動への資金協力を行います。 

(ｳ) ＰＴＡ行事への協力を行います。 

(3) 校外委員会 

(ｱ) 全会員の協力により、定期的に登校指導を行います。 

(ｲ) 児童の通学路の安全に努め、地域の危険な場所の発見に対応します。 

(ｳ) 会員や地域の交通安全の意識向上のための活動を行います。 

(ｴ) 災害時(地震・台風・水害・大雪等)に学校との連絡を密にし、通学路の安全に努めます。 

(ｵ) 子ども１１０番の家の協力家庭へ訪問します。 

(ｶ) 通学班名簿を作成します。 

(ｷ) ＰＴＡ行事への協力を行います。 

 

 

６．本部役員推薦委員会 

(1) 総会に本部役員および会計監査を推薦します。 

(2) 本部役員の職務把握のため、運営委員会を傍聴することができます。 

 
 

７．会計監査 

(1) 決算の監査を行い定期総会へ報告します。 

(2) 会計監査は原則として前期と後期に分けて実施します。（随時会計監査は可能） 

 

 

８．学級委員会 

学級委員(１名×学級数)と担任の先生（１名×学級数）の集まりをいいます。 

(1)学級ＰＴＡとの連絡調整を行います。 

(ｱ)  学級ＰＴＡで出された会員の声をまとめ、運営委員会に反映させます。 

(ｲ)  運営委員会の報告を受けて、必要があれば学級委員を通して話し合います。 

(ｳ)  学級間の調整を行います。 

(ｴ)  ＰＴＡ行事への協力を行います。 

 

９．学級ＰＴＡ 

    学級の全会員の集まりのことを学級ＰＴＡと言います。学級ＰＴＡは、ＰＴＡ活動の大切な基礎です。

担任の先生と保護者や保護者同士が、家庭や学校での子供たちの様子など、何でも遠慮なく話し合え

るよう工夫しあいましょう。 

 

 

１０．ＰＴＡ会費 

    (1) ＰＴＡ会費の金額 

    会費は定期総会で決めます。ＰＴＡ会費は一世帯単位、年額 2,500円とします。 

但し、（社）埼玉県ＰＴＡ安全互助会費(100円)を含みます。会費は原則として年額を一括納入します。 

(2) 会費集金の方法 

(ｱ) ｢ＰＴＡ会費集金のお知らせ｣及び集金袋を各家庭に配布します。 

(ｲ) 会費を集金袋にて児童を通して各担任まで提出します。 

(ｳ) 学級委員が集計し、会計(本部役員)へ提出します。 

※詳しいことは｢ＰＴＡ会計規程｣をご覧ください。 
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１１．ＰＴＡ役員（本部役員、会計監査および各委員会の委員）の選出方法 

  ＰＴＡ役員の選び方は｢ＰＴＡ役員選考規程｣に基づいて行われ、具体的には次の様になっています。 

(1) 本部役員 （９～１５名）   Ｐ：保護者、Ｔ：教職員 

    ・会長（Ｐ：１名）         ・副会長（Ｐ：２～６名 Ｔ：１名） 

    ・書記（Ｐ：２～３名 Ｔ：１名）   ・会計 （Ｐ：２～３名） 

※本部役員については、本部役員推薦委員会が推薦し総会で承認を得ます。 

(2) 会計監査 （２名） ※本部役員同様に、本部役員推薦委員会が推薦し総会で承認を得ます。 

(3) 運営委員 （会計監査は除きます） 

・本部役員（９～１４名）    ・常置委員会正副委員長 （６名）  

・学級委員（各学級×１名）   ・本部役員推薦委員会正副委員長（２名）  

(4) 常置委員 

・広報委員・成人厚生委員は各学級ＰＴＡから１名選出し、正副委員長・書記・会計を互選します。

（各１名） 

・校外委員は、各地区の子供会から１～２名を選出し、正副委員長・書記・会計を互選します。 

（各１名） 

(5) 本部役員推薦委員 

・各学級ＰＴＡから１名を選出し、正副委員長・書記・会計を互選します。（各１名） 

・本部役員、常置委員、学級委員及び第６学年の会員、会計監査、顧問・相談役は本部役員推薦    

委員になれません。 

(6) 学級委員 

・各学級ＰＴＡから１名選出します。 

 

 

１２．ＰＴＡ組織図 

         Ｐ：保護者  Ｔ：教職員  （ ）内：担当 

     ●運営委員会  

 

                              本部役員 

 Ｐ：１名   (必要に応じて顧問・相談役) 

               Ｐ：２～６名 Ｔ：１名 

            Ｐ：２～３名 Ｔ：１名 

Ｐ                      Ｐ：２～３名 

     

                              常置委員会 

 各学級ＰＴＡ：１名 

                  各学級ＰＴＡ：１名  

各地区子供会から１～２名 

                                

                     各学級ＰＴＡ：１名 

   

 

                    各学級ＰＴＡ：１名 ※第６学年は除く 
   
            Ｐ：２名

 

総

 

会 

校   長 

 

本部役員 

９～１５名 

 

                

常置委員会 

正副委員長 

６名 

 

学級委員 

各学級 PTA×１名 

 

 

学    校 
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副   会   長 

書        記 

会        計 

広 報 委 員 会 

成人厚生委員会 

校 外 委 員 会 

学級委員会 

本部役員推薦委員会 

会 計 監 査 

通 

 

学 

 

班 
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 駒西小学校ＰＴＡ会則  

 

 

第1章 名称及び事務局 

第1条 本会は、ふじみ野市立駒西小学校ＰＴＡと称し、事務局を駒西小学校に置く。 

 

第2章 目的及び活動 

第2条 本会は会員が協力して、駒西小学校児童の幸福な成長と会員相互の親睦を図ることを目的とする。 

第3条 本会は目的を達成するため、次の事業を行うこととする。 

1. 家庭と学校の緊密な連携によって、児童の健全な育成に努める。 

2. 児童の生活環境を良くする。 

3. 学校教育の充実と進展に努める。 

4. 会員相互の修養と親睦を図る。 

5. 児童の教育・福祉のために活動する他の団体及び機関と協力する。 

6. その他、本会の目的達成に必要な活動を行う。 

 

第3章 活動方針 

第4条 本会は教育を本旨とする民主団体として、次の方針に従って活動する。 

1. 特定の政党や宗教に関わることなく、また営利を目的とした行為は行わない。 

2. 本会は、本会の役員の中で、公私の選挙の候補者を推薦しない。 

3. 学校の人事及び管理運営に干渉しない。 

 

第4章 会員 

第5条 本会の会員は、本校在籍児童の保護者と教職員とする。 

第6条 会員は、すべて平等の権利と義務を有する。 

第7条 会員は、会費を納めるものとする。 

  

第5章 会計 

第8条 本会の活動に要する経費は、会費・寄付金及びその他の収入をもって充てる。 

第9条 本会の会費は、総会で決定した額とする。 

第10条 本会の経理は、総会において議決された予算に基づいて行われる。 

第11条 本会の決算は、会計監査を経て総会に報告し承認を得なければならない。 

第12条 本会の会計年度は、４月１日より翌年３月３１日迄とする。 

 

第6章 本部役員 

第13条 本会は次の本部役員を置くこととする。 

・会  長    １名（保護者１名） 

・副 会 長  ３～７名（ 〃 ２～６名、教職員１名） 

     ・書  記  ３～４名（ 〃 ２～３名、教職員１名） 

     ・会  計  ２～３名（ 〃 ２～３名） 

第14条 本部役員の選出は、ＰＴＡ役員選考規程に基づき実施する。 

第15条 本部役員の任期は原則として２年とする。但し、本会の運営維持上、必要な場合はこれを妨げない。 

第16条 本部役員の任務は次の通りとする。 

1. 会長は本会を代表し会務を総理する。また、総会・運営委員会・常置委員会及び臨時委員会を招集   

する。 

2. 副会長は会長を補佐し、必要に応じてその職務を代行する。 

3. 書記は会議を記録し、文章の作成・保管及び庶務にあたる。 

4. 会計は予算に基づいて一切の会計事務を処理し、本会の財産を保管する。 
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 第７章  会議と運営 

第17条 本会は会の活動を円滑にするために、次の会議を置くこととする。 

1. 総会 

2. 運営委員会 

3. 常置委員会 

4. 学級委員会 

5. 臨時委員会 

第18条 総会は本会の最高議決機関であり、全会員をもって構成する。 

1. 総会は決算・事業報告・本部役員及び会計監査の承認と、予算・事業計画・その他重要事項を審議   

する。 

2. 総会は定期総会及び臨時総会とする。定期総会は年度内１回開催されるものとし、臨時総会は会長が

必要と認めた場合、または会員の１０分の１以上の要求があった場合において会長がこれを召集する。 

3. 総会は委任も含めて全会員の５分の１以上の出席をもって成立し、議決はその過半数でこれを決し、

可否同数の場合には議長の決するところによる。 

第19条 運営委員会は総会に次ぐ議決機関であり、本部役員・常置委員会正副委員長・本部役員推薦委員会

正副委員長・学級委員をもって構成する。 

・運営委員会は、原則として総会の決定に基づき会の運営にあたる。 

・運営委員会は、各種活動の企画、会務の連絡、その他の事項等について審議決定する。 

・運営委員会は、運営委員の過半数の出席により成立する。 

・運営委員会の議事は、出席者の過半数でこれを決し、可否同数の場合は議長の決するところによる。 

第20条 本会は第３条の活動及び事業を行うため、次の常置委員会を設ける。 

・広報委員会 

・成人厚生委員会 

・校外委員会 

・臨時委員会 

第21条 広報委員会及び成人厚生委員会は、学級ＰＴＡから選出された委員と教職員をもって構成し、必要

事項の企画を行い執行する。 

第22条 校外委員会は、各地区の子供会から選出された委員と教職員をもって構成し、必要事項の企画を  

行い執行する。 

第23条 学級委員会は、学級ＰＴＡから選出された委員と教職員をもって構成し、学級ＰＴＡとの連絡調整

と必要事項の企画を行い執行する。 

第24条 学級ＰＴＡは学級の全会員をもって構成し、次の任務を行う。 

1. 学級と家庭との密接な連携を図り、児童の教育に関する意見の交換を行う。 

2. 学級経営に対して協力・援助を行う。 

3. 運営委員会との意思の疎通を図る。 

第25条 臨時委員会は、会長または運営委員会が必要と認めたとき設置する。 

第26条 校長は全ての会議に出席して意見を述べることができる。 

第27条 本会は必要に応じて顧問および相談役を若干名置くことができる。 

1. 会長は必要に応じて顧問および相談役を任命することができる。 

2. 顧問および相談役は本会の重要事項に関し、諮問に応じる。 

3. 顧問および相談役は必要に応じて運営委員会に出席することができる。但し、運営委員会の議決権

は有さないものとする。 

 

 第 8 章  本部役員推薦委員会 

第28条 本会は本部役員及び会計監査を選出するために本部役員推薦委員会を設ける。 

第29条 本部役員推薦委員会は学級ＰＴＡから選出された委員で構成し、選出に必要な一切の業務を行う。

但し、本部役員・常置委員・学級委員及び第６学年の会員・会計監査・顧問・相談役は本部役員    

推薦委員にはなれない。 

第30条 本部役員推薦委員会は本部役員及び会計監査を総会に推薦し、承認を得る。 

第31条 本部役員及び会計監査に欠員があったときは運営委員会で補充することができる。但し、補充役員

の任期は前任者の残任期間とする。 

第32条 本部役員推薦委員会に業務規程を別に定める。 
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第 9 章  会計監査 

第33条 会計監査は本会の会計を監査し、その結果を総会に報告する。また、必要に応じて臨時会計監査を

行うことができる。 

 

 

第 10 章  会則・規程・細則の改正 

第34条 この会則は総会で出席者の３分の２以上の賛成があれば改正することができる。その場合、改正案

を総会の１週間前までに会員に提示しなければならない。 

第35条 本会の運営に関して必要な規程・細則は、運営委員会の議決を経て定めることができる。 

 

 附 則 

本会則は、昭和４２年７月１１日より施行する。 

昭和４６年 ４月２９日 一部改正  

４７年 ４月２９日  〃 

４９年 ４月２９日  〃 

５１年 ５月 １日  〃 

５３年 ４月２８日  〃 

５８年 ４月３０日  〃 

平成 ３年 ４月 １日   〃 

８年 ４月２６日  〃 

９年 ４月２４日  〃 

    １０年 ４月２３日  〃 

    １３年 ４月１７日  〃 

    １３年 ９月２９日  〃 

    １５年１２月 １日  〃 

    １６年１２月 ３日  〃 

    １７年１２月 １日  〃 

    １９年 ３月 ６日  〃 

２６年 ４月３０日  〃 

２７年 ３月１０日  〃 

令和 元年 １２月６日   〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 7 - 

 

 

 規程及び細則  
 

駒西小学校ＰＴＡ役員選考規程 

＜本規程の根拠＞ 

第１条 本規程は、ふじみ野市立駒西小学校ＰＴＡ会則第１４条及び第３５条に基づき定める。 

 ＜目  的＞ 

第２条 本規程は、駒西小学校ＰＴＡ役員の選出を公平・公正にして適切に行うことを目的とする。 

 ＜選出役員の範囲＞ 

第３条 会長・副会長・本部書記・本部会計及び会計監査は、本部役員推薦委員会で推薦し総会で承認を得る。 

第４条 学級委員を学級ＰＴＡの会員の中より、学級毎に１名互選する。 

第５条 広報委員、成人厚生委員および本部役員推薦委員を学級ＰＴＡ会員の中より学級毎に１名ずつ互選す

る。広報委員、成人厚生委員および本部役員推薦委員は、委員の互選により正副委員長及び書記・会

計を各１名選出する。 

第６条 校外委員を各地区の子供会から１～２名選出する。校外委員は委員の互選にて正副委員長及び書記・

会計各１名を選出する。 

第７条 ＰＴＡ役員に欠員が生じたときは、ＰＴＡ役員選考規程のそれぞれの条項に基づいて補充し運営委員

会で承認を得る。 

第８条 いずれの委員会においても、書記・会計についてはその必要性の有無を各委員会で判断し、正副委員

長が兼務することができる。 

第９条 ＰＴＡ役員の選出に関して、同一会員が他の学年や他の学級にてＰＴＡ役員を兼務することはできな

いものとする。 

＜選出本部役員への特典＞ 

第１０条 本部役員の任期中は、駒西小学校に在籍している兄弟姉妹の役員及び係を免除する。但し、本人が  

希望する場合はこの限りではない。 

第１１条 本部役員の任期終了時から１０年間までに駒西小学校へ在籍した兄弟姉妹は、卒業までのＰＴＡ 

役員を免除する。但し、本人が希望する場合はこの限りではない。 

 ＜本規程の改正＞ 

第１２条 本規程は、運営委員会において構成員の３分の２以上の賛成をもって改正することができる。 

 ＜本規定の施行＞ 

第１３条 本規程は、平成９年４月２４日より施行する。 

 

  付 則 

   平成１８年１２月 １日 一部改正 

     ２４年 ４月２７日    〃 

２６年 ４月３０日   〃 

     ２７年 ３月１０日   〃 

 ２７年 ９月１５日   〃 

 ２９年 １月２４日   〃 

 

駒西小学校本部役員推薦委員会の業務規程 

 

第１条 適当な時期に本部役員及び会計監査の推薦及び候補者紹介依頼の文書を会員に配布する。 

第２条 本部役員推薦委員は本部役員推薦委員以外の人を推薦し紹介することができる。 

第３条 被推薦者は「推薦された者」だけで本部役員及び会計監査の定員に満たない場合は、定員を満たす  

努力をする。 

第４条 本部役員及び会計監査の推薦にあたって被推薦者が定員に満たない場合は、運営委員会に協力を求め

ることができる。 

第５条 本部役員及び会計監査の被推薦者が定数を超えた場合は、被推薦者を集め調整する。 
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駒西小学校ＰＴＡ役員及び諸活動係の細則 

 
第１条 

１．全ＰＴＡ会員は、本校在籍期間（６年間）において、１児童につき原則として１回は、学級委員、    

広報委員、成人厚生委員、本部役員推薦委員の何れかに就くものとする。但し、本部役員及び     

会計監査、校外正副委員長の職務に就いた会員は、これをもって１回に代替するものとする。また、

各会員の再任についてはこれを妨げない。 

２．各学級における委員の選出は、学級委員等が行う。ただし、第１学年においては、本部役員がこれに

あたる。また、欠席の会員が委員に選出された場合、出席している会員で協議し、過半数の賛成を   

もって決定したときは、欠席の会員はその任に就かなければならない。 

第２条 

１．ＰＴＡ会員は、児童の在籍する学級において、諸活動の係を受け持つこととする。その選択及び決定

は、主に新学年第１回の学級懇談会で行い、該当年度の学級委員がこれにあたる。なお、欠席の会員

の係については、学級委員に一任する。但し、第１条第１項の委員については、その場合該当年度は

対象外とする。また、複数の諸活動係を希望する会員についてはこれを妨げない。（但し、顧問・相談

役を除く） 

２．活動係については、次のとおりとする。人員の配分については、第１回の学級懇談会までに本部役員

が決定し、全ＰＴＡ会員に文書で通知するものとする。また、諸活動係の活動内容は、必要に応じて

変更できるが、運営委員会の承認を得なければならない。 

・運動会 

第３条 

  １．会計監査は、PTA 役員（委員）として位置づけるものとする。但し、他の学年や他の学級にてＰＴＡ

役員および諸活動係を兼務することはできないものとする。 

  ２．顧問および相談役は、諸活動係として位置づけるものとする。但し、他の学年や他の学級にてＰＴＡ

役員および諸活動係を兼務することはできないものとする。 

  ３．校外委員は、諸活動係として位置づけるものとする。 

第４条 

この細則は平成１７年１２月１日より施行する。 

 

付 則 

   平成２４年 ４月２７日 一部改正 

２６年 ４月３０日   〃 

     ２７年 ３月１０日   〃 

     ３０年 １月２３日   〃 
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駒西小学校ＰＴＡ慶弔規程 

 

第１条 本会の慶弔については、以下の規定によることとする。 

１．結婚祝  教職員     5,000 円 

２．傷病見舞 教職員（２週間以上の入院の場合）  3,000 円 

児童（学校事故で入院の場合）  3,000 円 

３．死亡  児童・教職員・保護者          5,000 円 

４．罹災見舞 会員（住宅災害は都度協議）        

第２条 教職員および学級担任等に対する餞別・謝礼・記念品は贈らない。但し、転出退職教職員に対しては、

ＰＴＡ本部より記念品を贈ることとする。 

第３条 ＰＴＡ役員やその他、特に功績のあったと認められる者に対しては、総会において記念品を贈る。 

第４条 その他、上記に該当無く慶弔の必要がある場合は、本部役員に一任し決定するものとする。 

 

 

 

駒西小学校ＰＴＡ旅費規程 

 

第１条 運営委員会が必要と認めた場合、会員が見学・下見・講演会等の参加に要する交通費・参加費・    

資料代・食事代（一食を限度とする）等の一部を補助することができる。但し、運営委員会後の案件

については会長が決裁し、次回運営委員会で承認を求める。 

 

 

 

駒西小学校ＰＴＡ会計規程 

  

＜会  費＞ 

第１条 ＰＴＡ会費は年額 2,500 円とする。（会費月額 200 円、安全互助会費年額 100 円） 

＜世帯単位＞ 

第２条 会費は一世帯単位とし、複数在籍している世帯においては最年少児童を基本とする。 

＜集金日及び方法＞ 

第３条 毎年始めに集金日を指定し、児童が集金袋により納入するものとする。納入は原則として一括払いと

する。 

＜転入・転出児童の扱い＞ 

第４条 転入者は転入月より、転出者は転出月までの会費を納入する。この場合、毎月１５日を基準日とする。

但し、転出者の既納入分のうち、当該月以降の会費については転出者の申し出により、返却するもの

とする。 

＜集金担当＞ 

第５条 会費の集金は学級委員がこれにあたる。

 


